
 

介護老人保健施設のミドルステイについて 

 

⽼健では、本来の在宅⽣活⽀援機能として、在宅⽣活を継続していただ
くための事業（サービス）の一つとしてミドルステイ（おおむね 1〜3 ヶ月
程度の⼊所）に取り組んでいます。ミドルステイでは⽣活期（維持期）リ
ハビリテーションとして次のようなサービスを利⽤していただけます。 

【リハビリ分野】 

①（ニーズや必要に応じて）専門スタッフによる運動機能評価を⾏い、そ
れに基づいた個別の目標設定・リハビリ計画の作成と訓練の実施をして
いる。（セラピストによる機能評価・訓練） 

②集団⽣活での発声（会話）の機会や食事の際のケアを通じて、言語や嚥下等の訓練（口
腔ケアも含む）を実施している。必要に応じて専門スタッフが個別のリハビリを実施し
ている。（言語聴覚士による機能評価・訓練） 

③軽度認知症の⽅の在宅復帰を目的として、専門スタッフによるリハビリ計画の作成と記
憶の訓練をしている。（認知症リハビリテーション各療法） 

（医師・セラピスト・看護師・介護職等多職種による認知症リハビリ訓練） 

④看護・介護・リハビリスタッフをはじめとする多職種による多目的で総合的な介護プラ
ンを計画し、それに沿った多職種連携によるケアを提供している。（多職種による機能
低下予防のリハビリ効果） 

【アメニティ分野】 

①在宅では難しい花⾒等の季節⾏事や祭り等の地域固有⾏事への参加、或いは散策等の外
出を実施し、社会的参加を図っている。（散歩や外出等の屋外訓練） 

②在宅で問題とされる便秘や夜間頻尿などの排泄トラブル、また褥瘡やオムツ使⽤等によ
る皮膚トラブルについて、24 時間評価で対応し多職種協働で改善を図っている。 

（排泄・スキンケア対応及び夜間排泄の改善） 

③医師をはじめとする医療スタッフによる⽇常的な体調管理を実施している。 

（医師・看護師・介護職等多職種による体調管理） 

④在宅では通うのが困難な⻭科医師の受診ができる。（訪問⻭科診療） 

【レスパイト分野】 

①在宅⽣活を⽀える介護者の精神的・⾝体的介護疲労について適時相談を実施している。
（介護相談） 

②在宅⽣活を⽀える介護者の精神的・⾝体的介護疲労の早期対応をしている。（ショート
ステイ） 

【在宅⽀援分野】 

①多職種による専門職アセスメントの実施によって、在宅ケアプランへのフィードバック
ができる。（在宅ケアプランの評価や作成⽀援） 

②多職種による専門的アプローチによって、在宅訪問等在宅⽣活環境の⾒直しを⾏うこと
ができる。（多職種による退所後訪問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（一社）京都府介護⽼⼈保健施設協会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


